















































































































































































































































ることがわかる。この要因として考えられることは、衣服そのものに対する規制、風潮の変化との関係である。 『好色一代男』の刊行された江戸初期は、衣服 禁令がない自由さがあり、大模様や贅沢な織物を用いた派手な服飾が好まれ 時期であった。つまり、自由であったことにより、多種多様な服飾語彙が抽出できたと考えられる。　
それに対し、中期・後期洒落本の時期は質素倹約の風潮により































































































をはく・そろえる」など服飾描写に限らず、登場人物の行動描写にも使用されることが多かった。これ より、近世遊里文学において「⑦装身具類の名称」が多く採録さ たと考えられる。　『好色一代男』では、多くの装身具の記述がなされており、例えば、女性の腰巻を表現するために「脚布」 「二布」 「隠し道具」 「腰絹」 「腰より下の一重」など多くの語彙を使い分けていた。腰巻一つに対しても細かな描写 施そうとする西鶴の意識がうかがえる。　『好色一代男』における「②衣装の名称」 「⑦装身 類の名称」を修飾する語彙を調査したところ、 「②衣装の名称」には四〇例、
「⑦装身具類の名称」には一九例の色彩語が使用されていることがわかった。 （表１参照）衣装の名称を修飾する語で最も多く使用されているのが「④服飾の色彩」な である。　
この点、大平雅美氏は、 「宝暦期から天保期（一七五一─
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世初期の一般社会における衣服 総称、一般呼称に関する指摘で、言い換えれば 一般呼称が時代の流れとともに変化していることを述べるものである。　『好色一代男』から江戸中期・後期洒落本で見られた「衣」 「衣裳」 「衣類」の減少傾向は、その要因として社会一般の語彙の変化が背景として関与している はないか 考える。　この項目で最も延べ語数が多かったのは、 「着物」である。 『好




て、 「きる物」と表記された「着物」は、 「①衣装の一般呼称」として用いられていたが、中には「白ぬめの着物」 黒茶宇 きる物」など、小袖の意味ともとれる用例が幾つか採録された。そして、 『好色一代男』には「小袖」という語彙は一例もみられない。これは 安土桃山時代に表着として一般化したとされる小袖が、江戸初期では語彙としてまだ一般化しておらず、衣服総体をさす「きる物」が使用されていたと考えられるのではないか。　
そして、 「きる物」は中期洒落本において「きもの」へと変化
している。江戸初期と江戸中期の間で「きるもの は「きもの」に転じ ったと考えられる。 洒落本にみられる「きもの」は全て「①衣装の一般呼称」 しての「着物」 、つまりは衣服総体をさす語である。ま 、 「②衣装の名称」に「 」という語彙が分類 れ いることからも、江戸中期には「小袖」と「きもの」は区別 るようになったともいえ　
後期洒落本においても「きもの」は一四例と多く使用されてお
り、 「①衣装の一般呼称」と 用いられている。 かし、ここでまた語義の変化がうかがえる。 『好色一代男』にみられたような「小袖」の意味ともとれる「着物」の例が採録された。 「ねまきのきもの」や「着ものをきて帯をし 」などは「小袖」の意味ととれるだろう。 「小袖」を意味する「着物 は、後期洒落本
中でも後半に刊行された二作品にみられ、江戸中期から後期にかけて定着した衣服の総称としての「きもの」が、 後 でまた、江戸初期の小袖と混同した「着物」 戻ったようである。②衣装の名称　『好色一代男』 （五八例）













とへもの６例・無垢／むく６例・上着／うは着／うはぎ４例・下着５例・襦袢／じゆばん４例／袖とめ／とめ袖／留袖４例・袷／あわせ３例・布子３例・うちかけ２例・かたびら２例・どてら２例・はかま２例・ぱつち２ ひとへばをり２例・ぶつさきばをり／ぶつさき２例・股引２例【以下一例】袷襦袢 袷羽織・かいどり・合羽 上ミ下モ・かわはをり・長じゆばん はんてん・わた入り羽織
　
この項目の延べ語数は、 『好色一代男』では五八例、中期洒落
本では一一三例、後期洒落本では一二九例と徐々に語数が増えている。 「②衣装の名称」とは服飾語彙の中心であることから、語数の多さは、作品内での服飾描写の多さと判断される。近世遊里文学におけ 服飾描写は徐々に増えていったも と推測できる。　「②衣装の名称」が増えていった過程はどうであったか。 『好色一代男』の西鶴によってつくりあげられた詳細な服飾描写は、後の洒落本に影響を与えた。洒落本作者らは 西鶴の用法を参考に、通である服飾を描こうとし 、細部にまでわ る服飾描写をおこなったと考えられる。 れにより 中期洒落本における「②衣装の名称」は、語数が『好色一代男』の約二倍も採録され こととなった。この時期に登場したのが山東京伝である。　京伝は、男性のみならず、女性、遊女の描写にも多くの服飾語
彙を用いた。この女性の服飾描写によって、女性ならではの服飾語彙が洒落本にはみられるようになる。　
中期洒落本における服飾描写の多くは男性のものであるが、採
録した語彙の中に、 「うちかけ」という女性の小袖の補助衣料がある。 「うちかけ」は、 『通言総籬』 （三例） 『古契三娼』 （一例）の二作品に見られ、どちらも山東京伝の作品である。中期洒落本で女性の服飾語彙は、この京伝の作品のみであったが、後期洒落本では彼の作品以外か も女性 服飾語彙が られた。主に、 「ふりそ 」である。後期洒落本において、 「ふりそ 」は「小袖」と同等の使用頻度がみられ、後期洒落本の特徴的な語彙の一つとなっている。 「ふりそで」というのは服飾描写だけで く、人物を指す語彙としても作中で使用さ ている。後期 おける「ふりそで」一六例の内、九例は振袖新造をさす語として用いられている。振袖新造 は、その名 通り振袖を着た新造のことであり、遊里を舞台とした洒落本に、新造が登場することは必然であるため 「ふりそで」の用例が多いといえる。　
このように中期にみられた「②衣装の名称」の語彙に、さらに




















例、後期洒落本では五三例と、作品ごとの語数に大きな差はみられなかった。 「③衣装の部分の名称」の特徴は、服飾描写において「袖」 「襟」の描写に用いられるのみでなく、登場人物の仕草・行動描写としても用いられている点である。こ 本稿での対象作品すべてにみられるものである。　『好色一代男』における「袖」 （二二例）と「袖口」 （三例）の使用箇所に焦点をあててみると、服飾 使用さ ているのが五例、その他が二〇例であった。この結果により、 『好色一代男』における「袖」は服飾描写にあまり使用されていないことがわかる。ほとんどが「逃げ入る袖をひかへて」など 登場人物の行動描写に用いられていた。　中期洒落本では、袖の語彙が多く
採録
でき、 「袖口」 「袖」 「片




箇所は、服飾描写に用いられてい ものが一例、言動や仕草に用いられたものが一三例であった。また、 「袖口」は服飾描写に用いられてい は二例であった。 「袖」の多くは、袖をひく、袖で顔を隠すなどの登場人物の仕草に用いられており、 「 口」は小 の袖口の服飾描写に用いられている。 「袖」と で使用箇所が異なる傾向にあると考えられる。　「袖」の次に多かったのは、 「襟」 （一〇例）である。 「襟」の使用箇所は、服飾描写三例、言動描写七例であった。 「襟」の使用箇所の特徴として、 「襟に顔を半分うめる」と う描写は多 ことが挙げられる。この描写は三例み 、それぞれ異なる作品から採録できた。いずれも女性の仕草に用いられている。ま 、言動に用いられた「袖」も八例が女性 仕草に用 られている。　以上から、 「③衣装の部分の名称」は服飾描写よりも登場人物
















黄 くちなし色 注 注卵色 注













黒 黒 注 注
白 白 注注 注注




























られなくなった語彙があった。本稿で取り上げたいのは 青 に分類さ る「浅黄」である。　「浅黄」は、 『好色一代男』に四例、中期洒落本に七例、後期洒落本では〇例という結果であった。初期と中期では、 「浅黄」は
【青】で最も語数が多かった。しかし、後期になると「浅黄」は姿を消し、代わりに「藍」 紺」 「花色」が多く使用されている。
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白 白 7 7


















かがえる。つまり、服飾色彩の変化は、時代背景と密接に関係しているといえる。 た 初期・中期・後 語彙の様相に大きな変化があったことから、当時の人々は風潮によって服 色を変えており、これは人々の色彩への関心度の高さを表しているといえるだろう。⑤服飾の文様・図柄　『好色一代男』 （四〇例）




３例・五ツ紋２例・くじゃくしぼり２例・さらさ２例・ぼたん２例・紋２例・若松２例【以下一例】鬼ざら ・かきつばた・かすみ 小もよう・さかな・さくら川・しのぶ摺・嶋かりんとう・鷹 だてもん 立横縞 丁子・仲蔵嶋・花ごうし・花 てわき・二ツ紋・むきみしぼり・もぐさ よこ縞・らせんしぼり・呂の山まひ染 し
　《後期洒落本》 （四五例）






わたる服飾描写としてあらわれ、文様を表す語彙が多く採録できた。しかし、後期洒落本では、洒落本が徐々に人情本へ移行していっ ように、通を こうという意識が失われつつあった。これにより文様にまでわたる服飾描写が減ったのだと推測する。　『好色一代男』に多くみられる「鹿の子」が最も多く使用されている服飾は、小袖であった。鹿の子は非常に高価な文様であるとされている。高級織物が出回り、質素倹約の風潮もなかった江戸初期にお て鹿子紋は流行し、 『好色一代男』においても 「鹿の子」が多く取り入れられる結果とな と考えられる。　中期洒落本では、 「嶋／縞／しま」 （二一例）が最も多い。本稿
の調査対象作品内で、服飾描写としての「縞」の使用箇所に注目したところ、 【小袖】九例、 【帯】四例、 【羽織】二例、 【装身具類】二例、 【袴】一例、 【衣装の部分】一例であっ 。多く「縞」は【小袖】に使用されているが、 「風呂敷」 「菅笠のひも」など装身具類にも使用されている。当時の人々は服飾に幅広くを使用していたといえるだろう。　
次に多いのは、 「小紋」 （七例）である。 「小紋」の使用箇所は、








後期洒落本も中期同様、 「縞」 「小紋」の用例数が多い。 「縞」
類（ 「縞」 「かんとうじま」 「なんぶ嶋」 ） 、 「小紋」類（ 「小紋」 「しぐれ小もん」 「中がた小紋」 「ひし小紋」 「利久こもん」 ）の使用箇所についてみていきたい。　「縞」類の使用箇所では、 【小袖】八例、 【装身具類】二例であった。本稿の調査対象作品では、 「縞 羽織に用いられておらず、主に小袖に用いられている。なお、 「縞」が使 された【装身具類】は「帯」と「前だれ」であっ 次に 小紋 類は、













／うえだ５例・八丈５ じゅす４ どんす４例 なゝ
こ４例・木綿／もめん４例・絽／ろ３例・壁チヨロ／カベチヨロ２例・きぬ２例・ぐ ない／ぐん内２ こはく２例・ちゞみ２例・つむぎ はかた２例・羽二重２例・ふとり２例・ゑちご ねり 【以下一 】唐ちりめん ゴロフクレン さや・上州ちりめん・上州八丈・たんご・ちゝぶきぬ・半ざらし・本八・ゆうき・ゆふきつむぎ りふもん・ならざらし・ゆうきもめん もをる さんとめ
　
この項目で最も延べ語数が多いのは、 『好色一代男』では「繻




本では、帯地に使用される描写が多かった。しかし、 『好色一代男』では「中にはかば繻子」 「上には白繻子」 「白繻子の袷」など小袖での使用例がいくつかみら た。この例 らも、 『好色一代男』が刊行された江戸初期は、華美な織物が、帯地などの衣装の一部に使用されるだけでなく、小袖などの衣装の大部分にも用いられていたことがうかがえる。これ 質素倹約の風潮がまだなかった江戸初期の傾向であるといえ 。　
後期洒落本において、 「縮緬」の次に用例数が多かったのは、
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が少ないのは何故だろうか。登場人物の服飾描写に通を尽くしたとされる洒落本に、 【被り物】の描写がされな ったとは考え難い。むしろ、中期・後期になるにつれ、遊里へ通う者が、 【被り物】を身に着けていなかったことが考えられるの いだろうか。　
洒落本では、 【被り物】に代わり、髪型の描写が多く見られる。
これは、当時の通が遊里へ通う際に、 【被り を被っていなかったことを示唆している。よって、初期から後期 け 【被り物】の語数が減少していったものと考えられるだろう　【帯】についてみていきたい。延べ語数は、 『好色一代男』では五二例、中期洒落本では二九例、後期洒落本では四五例であった。
　『好色一代男』では、 「帯」の他にも「脚布」 「二布」などの女性の腰巻を表す語彙が多く採録された。これは、中期・後期洒落本には見られない特徴で、腰巻についても「脚布」 「二布」 「腰より下の一重」 「隠し道具」など様々な表現がみら る。また、 『好色一代男』で 、男女問わず帯の描写がみられた。　中期洒落本では、 「帯」が二四例であり、他の五例は用例数が一
語のみであった。また、中期洒落本には 女性の腰巻を表す「脚布」などの語彙はほとんどみられな 。この結果から、中期洒落本は、男性 服飾描写に重点を置いていた傾向がうか える。　
後期洒落本では、 「帯」が三一例と大部分を占めている。 「帯」
の他には、 「ひらぐけ」 （三例） 「ほそ帯」 （三例）の例も る帯は、初期から中期にかけて帯幅が広がり装飾性をもつようになったとされているが 後期洒落本に 、 「ひらぐけ」 「ほそ帯」などの細い帯 使用がみられた。　
また、後期洒落本における帯描写は、男性一一例、女性一六例
と女性の方が多い。中期洒落 ではほとんどみられなかっ 女の服飾描写が、こ 後期洒落本の【帯】の項目では確認できる。後期洒落本には、女性の服飾描写が存在することを示唆してい　
以上、初期から後期にかけて【帯】についてみてきたが、 【帯】
は服飾描写に限って使用される ではない。 「 をとく」や「帯
−87−




との指摘があるが、 「草鞋」は、 『好色一代男』で一例みられたのみである。よって、遊里においては【下駄】 【草履】が主流であったと推測できる。　
また、中期・後期洒落本になると、 「上草履」が採録される。
「上草履」は、屋内で履く草履で、洒落本内では、遊女の履物として使用されている。例えば遊女が座敷に上が 際に、草履を脱いだり、履いたりする行動描写にみられ のである。 「上草履」は遊里を舞台とし 洒落本ならではの語彙といえよう　「上草履」の例からもわかるように、 【履物】もまた、 【帯】と同様、行動描写にも多く用いられていた。　以上から、装身具は登場人物の衣装を彩る役割を果たすだけで






















































を迎える。京伝に る変革とは、女性 服飾描写である。中期洒落本の多くは、通を描こ として、男性の服飾描写に偏っており、女性 詳細な服飾描写は多く見られない。そんな中、女性に詳細な服飾描写を施したのが山東京伝である。中期洒落本八作品で女性の服飾描写がみられ は京伝作の二作品のみであった。京伝は、女性にも詳細な服飾描写 施すこ で登場人物に命を吹き込んだといえる。洒落本は、男女にスポットが当 られるようになり、一昼夜の遊興 止まらず の人情を描くようになった。男女の関係に焦点が当てられるようになった洒落本は 通を描こうという意識が薄れ、男女の真情 描 人情本へと移行していった。　
洒落本は、服飾語彙の様相という観点からみれば、当時の流行











































































一二九七頁参照 伊原昭氏も、 「びろうど は色彩語として記載されており、当時の人々は「びろうど」を「織物」のみでなく「色彩語」とし も使用していたといえる。
注
注注	
注
8に同じ。三〇三頁参照。
注
注注	
注
注0に同じ。三二四頁参照。
（ほりい
　
あやか
　
二〇一五年日文卒）
